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筑波地震観測所の歴史と地震観測について

渡遺唯夫* ・千葉平八郎料. 加藤育子* * *

History and Seismological Observation of 
Tsukuba Seismological Observatory 

Tadao W  A  T  A N  A B E *， Heihachiro C H I B A材 and Ikuko K A  T O料 *

筑波地震観測所の設立とその後の経過の概要

筑波地震観測所は， 1908年 6月筑波山に地震研究所設立
調査のために問中館愛吉( 物理学者) ，長岡半太郎( 物理学
者) ，古市公威( 丁. 学博士) ，真野文二，大森房吉( 地震学
者) ，辰野金吾( 建築学者) ，中村精男( 気象学者) ，中村達
太郎，小藤文次郎，戸崎孝ら 10 名の博士が調査登山したこ
とに端を発し， 1921年 9月に工事が始まり， 1922年 1月に
完成した. 当面は，筑波山微動観測所として，百時は地面の
脈動は平地だけに起こり山地には無いという学説を確かめ
る目的もあったようである. 職員は筑波山測候所の職員が
兼任で仕事をしていたようである. その後，関東大地震
(1923年) を契機として 1927年東ぷ大学地震研究所に移管
され， 筑波支所となった. その頃の東京大学の地震観測点
は，本郷と筑波の 2点のみであった. 地震計家は断熱性の良
い伊豆新島産の抗火石で作られ，今も残っている古い木造
家屋と共に創立当時に建築されたものである. 鉄筋コンク
リー卜造りの観測及び研究室は，地震研究所へ所管替後，
1928年に建築されたものである. 観測抗は， 1943年 3 0 m
位に掘り進んだが，太平洋戦争の始まる時期で横抗は殆ど
掘ることができなかった. 1957年には I G Y (国際地球観測
年) となり，観測計器も整備され名称も筑波地震観測所と変
わった. 現在のテレメータ一地震計室は 1963年に安芸敬ー
により建築され寄贈された. プレハブの建物は， S T S 関係
の計器を入れるために 1990年に建設された. 筑波地震観測
所は，筑波山( 海抜 876m) の 3合目位の海抜 2 5 0 m位の東
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南に位置する. 111頂部は斑れい岩，その下は花両岩の固い岩
石で覆われ，中腹は斑れい岩の粗大な角梁からなる斜面堆
積物によって広く覆われている. 観測所のすぐ近くの岩石，
花岡岩の中にも斑れい岩が取り込まれている姿を見ること
ができる. こうした良質な岩盤 1-.にあると共に地震の多発
地域を真下にひかえ，地理的にも関東地方の要の中心的位
置にあり，関東地方の地震活動の推移の観測には最適の場
所である. 最近は，筑波研究学園都市に多くの国立研究所が
できたことにより，研究観測のテストの場として観測を通
しての交流も多くなってきた. 筑波地震観測所の長い歴史
を語るもののーっとして観測所内の白壁には，誰がいつ始
めたのか訪問者の背丈を示すライン，署名が鉛筆で無数書
かれている. この署名の中には，国内外を問わず，多数の有
名な地震学者の名を見ることができる.

筑波地震観測所における地震計測機器の移り変わり

大森房吉により，大森式水平振子牛地震計 2成分を据えて
{ 万本を約 100倍にあげたところ，小振i幅ながらきれいな脈
動が記録されたので脈動の問題は一応解決したと記されて
いるので， 1922年 7月 15 日が地震計による観測の始まり
と思われる. この後に石本式加速度地震計が設置され，大
森式地震計は撤去された. 各種地震計の常数は表 1の通り
である.
石本式加速度地震計: 1932年，水平動 2成分， 1933年，
k ド動 1成分設置，煤書ドラム記録紙で観測中.
荻原式変位地震計( 小ドックリ型) : 水平動 2成分， 1933 

1949年水平
動， 2成分設置，煤書ドラム記録紙で観測中.
荻原式電磁地震計 ( H E S ) 倍率 5万倍型: 1956年水平動

2成分， 1958年上下動 l成分設置，フィルム記録， 1982年
に倍率 1万倍でドラム記録紙に更新， 1995年から倍率 3
万倍に変更，観測中.
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H E S， 15 万倍型 :3成分，フィルム記録，
年 1月期間観測. 更新の地震計として， M T D V - 1 :  1成分，
M T D H - 1  :  2成分，
紙に変更， 1987年に長時間レーコーダー記録に吏新，観測
中. その他，臨時観測時にレナーコダー( 流し記録) で平
行観測ができる.

H E S 倍率 1，800杭型: 3成分フィルム記録， 1958年 ~
1985 年期間観測. 更新の地震計として， PELS-73 :  3成分，
倍率 5，000倍， ドラム記録紙で観測中.
プレス・ユーイング型長周期地震計. 光学式 3成分，

ウッドアンダーソン捻れ地震計光学式水平動 2成分，

表1 . 各種地震計の主な常数
Tabke 1. Instrumental constants of the seismograph. 

地震計名 成分 V m a x  Tp(sec) To(sec) 備 考

石本式加速時計 3  200 0.1 観測中

萩原式変位計 3  3 4  5.0 観測中

3  50，000 1.0 1.0 
萩原式電磁地震計 3  150，000 1.0 0.2 

( H  E  S )  3  1，800 1.0 20.0 

プレス・ユーイング Z  700 15.0 100.0 
型・長周期地震計 N，E  1，400 

ウッド・アンダ、ー 3  
ソン捻れ地震計

2，400 0.8 

M T D V - l  Z  観測中150，000 1.0 
M T D H - l  N，E  

P E L S - 7 3  3  5，000 10.0 観測中

S T S広帯域地震計 3  可変 0.1 観測中

図1 . 筑波地震観測所における月別地震回数
Fig. 1. Monthly frequency of earthquakes at Tsukuba Seismological Observatory. 
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ス・ユーイング型，長周期地震計は 1993年観測中止.
S T S広帯域地震計: 1990年観測抗に設置，電話回線に

より東京へ送信開始. 1991 年に S T S地震計のモニター用
レコーダーとして， ドラム記録紙の観測によって，プレ

で実験観測の後一時中止，以後， 1993 年 7月より， M T D V  
1  :  1成分， M T D H - 1 :  2成分倍率 1万倍で観測中.
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図 2. 柿附地磁気観測所における年別有感地震回数
Fig. 2. Annual frequency of felt earthquakes at Kakioka Magnetic Observatory， J M A  

141。
図 3. 筑波地震観測所 (TSK) からみた S-P 10秒及び 20秒の近似的な範岡
Fig. 3. Tsukuba Seimological Observatory and the studied area. T w o  circles centering at 
the observatory correspond to S-P intervals of 10 and 20 sec 
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図 4. B 域についての M-t 凶.
Fig. 4. Magnitude-tim巴 diagrams of large and major earlhquakes (Mミ6.0) for the ar巴as of Region B  in 1995. 

その他，
水平動 6成分短周期地震計を配列して実験観測する. 1963 
年，安芸敬ーより寄付された無線機窒から，実験観測とし
て堂平微小地震観測部に短周期地震計の記録が送信され
た. 現在もその記録が東京に送られている. S T S広帯域地
震計・の記録データは，電話回線で建築研究所にも送られト
レーニングセンターの宿学生の教材にも利用されている.
本所強震観測センターでも強震計 3成分による観測を行
なっている. また建築研究所による強震観測用地震計での
観測も行われている. 以上の他，いろいろな研究機関での
実験観測が行われてきたが，ここには地震観測に関するも
ののみを記す.

高倍率地震計による地震回数の変化

1957年の国際地球観測年頃より H E S 型電儲地震計によ
る高倍率地震計での観測が開始され，関東地方における M
二 0.5以 kの地震が検知できるようになった，関東大地震
(1923年) 以後の関東地方の地震回数の推移を見るために
も， H E S 型の 15万倍電儲式地震計から長時間記録器へと
観測計器は変化してきた. 地震計は，固有周期 l秒の地震
計の倍率が 15万倍で一貫した観測にしてきた. その地震
回数の移り変わりを 1970年より図 1 に見ることができる.
図 2 は，関東大地震以後の柿岡地震観測所の有感地震の [fll
数を表記したもので， 1923年ーから 1970年までの地震回数
の変化がわかる. この一述の回数の変化を見る限りでは，
1923 年より地震同数は減り続き， 1980年頃が最も地震活
動が低い時期であったようで，それ以後は少しずつ活動が
活発になっているように見られる. 関東大地震以後 70年
を越えているが， この大地震の起こる数年前より関東地方
における地震活動が活発だったことからも，地震活動の長
期的な時間的変化を見てL、く必要がある. 図 2の有感地震
回数で見ると 1970年頃は地震活動が低い時期になるが，

図 l で見るとむしろ 1995年頃より活発である. よって，図
4 に M6.0以上の地震( 図 3 の Region B 域内) の時系列を
示した. これを見ると，微小地震の減少期と増加期では地
震の発生の仕方に違いが見られそうである. 今後も地震凶
数の増加の傾向が続くのか，またマグニチュード 5 クラス
を越える地震が増加するのかによって地震活動の予測が可
能な場合があると思われる. そのためにも長期間の資料が
必要であり，今後も持続的で A貫性のある地震回数の変化
に注意することが大切である.

おわりに

地震観測をする者として，朝出勤して真っ先に 4 日分の
モニター記録を見ることは大変に興味があるとともに，異
常の無いデーターを見た時にはほっとするものである.
1985年頃より中国での核実験による地震波が観測されて
いるが，いずれの核実験波もよく見ると初動より約 120秒
後に地球の核での反射波 CPcP) がでていることが分かり，
中国での核実験波であることが容易に識別できる. このよ
うに豊富な記録と観測計器を身近に見学ができることで毎
年訪れるトレーニングセンターの外同の皆さんにも喜ばれ
ている.
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